
て
背
負
っ
て
行
き
ま
す
か
ら
、
安

心
し
て
く
だ
さ
い
。
人
々
に
は
私

が
指
導
し
た
よ
う
に
看
病
と
予
防

を
怠
ら
ず
に
続
け
る
よ
う
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
」
と
遺
言
を
残
し
、

24
日
午
後
3
時
に
増
田
巡
査
は
命

を
落
と
し
ま
し
た
。
警
察
官
に

な
っ
て
7
日
目
、
高
串
地
区
に
来

て
4
日
目
の
こ
と
で
し
た
。

　
村
人
は
そ
の
悲
報
に
驚
き
、
悲

し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
日
、
高

串
地
区
の
沖
に
あ
る
小
松
島
で
増

田
巡
査
は
火
葬
さ
れ
、
唐
津
で
警

察
葬
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
増
田
巡
査
の
遺
言
ど

お
り
コ
レ
ラ
の
猛
威
は
収
ま
り
、

穏
や
か
な
日
々
が
戻
り
ま
し
た
。

誤
解
を
解
い
て
回
り
ま
し
た
。

　
一
方
、「
触
れ
る
と
感
染
す
る
」

と
住
民
が
遺
体
運
搬
を
拒
む
中
、

増
田
巡
査
は
自
ら
遺
体
を
消
毒
。

む
し
ろ
で
巻
い
て
背
負
い
、
傾
斜

30
度
の
坂
道
を
何
度
も
往
復
し
、

墓
地
に
埋
葬
し
ま
し
た
。
手
厚
い

看
病
や
予
防
に
全
身
全
霊
で
取
り

組
む
増
田
巡
査
の
姿
に
、
人
々
は

胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

　
高
串
地
区
に
到
着
し
て
3
日
目
。

不
眠
不
休
で
働
い
た
せ
い
か
、
25

歳
の
増
田
巡
査
で
も
疲
労
に
は
勝

て
ず
、
つ
い
に
自
身
が
コ
レ
ラ
に

感
染
。
23
日
の
午
後
、
倒
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
ま
す
ま
す
衰
弱
し
て
い
く
中
で

も
、
看
病
に
来
た
人
に
「
絶
対
に

私
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
」
と

気
遣
い
を
欠
か
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
高
串
の
コ
レ
ラ
は
私
が
す
べ

　
高
串
地
区
の
人
は
、
コ
レ
ラ
自

体
は
恐
れ
て
い
た
も
の
の
、
予
防

の
知
識
は
乏
し
く
、
感
染
者
の
家

に
も
行
き
来
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
増
田
巡
査
が
到
着
し
た
こ
ろ
に

は
、
感
染
者
40
人
、
疑
似
感
染
者

34
人
、
死
亡
者
9
人
。「
一
刻
も

早
く
患
者
と
健
康
な
人
と
の
接
触

を
断
た
な
け
れ
ば
」
と
対
策
を
講

じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
患
者
の

家
の
周
り
に
縄
を
張
り
巡
ら
し
て

消
毒
を
施
し
、
人
の
行
き
来
を
禁

止
。
決
し
て
生
水
を
飲
ま
な
い
、

生
の
魚
介
類
を
食
べ
な
い
よ
う
に

と
厳
し
く
指
導
し
て
回
り
ま
し
た
。

　
増
田
巡
査
は
、
患
者
の
家
を
回

り
、
薬
を
飲
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
手
遅
れ
の
患
者
が
薬
を

飲
ん
で
亡
く
な
っ
た
の
を
き
っ
か

け
に
「
毒
薬
を
飲
ま
せ
て
い
る
」

と
根
拠
の
な
い
噂
が
広
が
り
ま
す
。

治
る
見
込
み
の
あ
る
患
者
ま
で
も

が
「
毒
薬
な
ど
飲
ま
な
い
」
と
言

い
出
し
ま
す
が
、
そ
ん
な
状
況
の

中
で
も
、
増
田
巡
査
は
根
気
強
く

　
明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
7
月
。

増
田
さ
ん
は
、
佐
賀
県
警
察
学
校

へ
入
学
。
約
3
カ
月
を
要
す
る
教

習
課
程
を
わ
ず
か
10
日
間
で
習
得

し
、
優
秀
な
成
績
で
修
了
し
ま
す
。

7
月
17
日
に
巡
査
に
任
命
さ
れ
、

19
日
、
唐
津
警
察
署
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
時
、
日
本
で
は
伝
染
病
の
コ

レ
ラ
が
ま
ん
延
。
唐
津
警
察
署
管

内
の
高
串
地
区
も
例
外
で
は
な
く
、

応
援
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
秀
才
で
学
問
へ
の

深
い
理
解
や
行
動
力
が
あ
り
、
伝

染
病
に
必
要
な
衛
生
面
の
知
識
も

あ
る
増
田
巡
査
の
存
在
が
目
に
留

ま
り
ま
す
。
警
部
は
「
こ
れ
以
上

の
適
任
者
は
い
な
い
。
ど
う
に
か

こ
の
危
機
を
救
っ
て
く
れ
な
い

か
」
と
お
願
い
し
た
そ
う
で
す
。

　
人
一
倍
正
義
感
の
強
い
増
田
巡

査
は
す
ぐ
に
任
務
を
引
き
受
け
、

唐
津
か
ら
交
通
機
関
も
何
も
な
い

山
道
を
辿
り
、
21
日
、
コ
レ
ラ
が

ま
ん
延
し
て
い
る
高
串
地
区
に
到

着
。
警
察
官
に
な
っ
て
4
日
目
の

こ
と
で
し
た
。

警
神 

増
田
敬
太
郎

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大
す
る
中
、あ

る
一
人
の
警
察
官
の
活
躍
が
再
び
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

今
か
ら
１
２
５
年
前
、
旧
佐
賀
県
東
松
浦
郡
入
野
村
高
串

地
区（
現
・
唐
津
市
肥
前
町
高
串
地
区
）を
襲
っ
た
伝
染
病

「
コ
レ
ラ
」。

防
疫
や
患
者
の
遺
体
搬
送
な
ど
に
不
眠
不
休
で
取
り
組
ん

だ
警
察
官
の
活
躍
に
よ
り
、命
を
救
わ
れ
た
人
々
は
、そ
の

偉
業
を
親
か
ら
子
、孫
へ
と
代
々
語
り
継
ぎ
、今
で
も
感
謝

の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

警
察
官
の
名
は
、増ま

す

田だ

敬け
い

太た

郎ろ
う

。
明
治
２（
１
８
６
９
）年
８

月
、泗
水
村（
現・泗
水
町
）に
生
ま
れ
た
25
歳
の
青
年
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

市
長
公
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２

幼い頃から進んで皆のために役に立つことを考え、行動に移して
きた増田敬太郎。世の中のため、人のためになる仕事をしたいと
熱望し、25歳のとき佐賀県警察学校へ入学しました。

泗水町にある増田さんの生家前には、
「増田精神顕彰会」による顕彰碑が
建っている。碑石は唐津石。顕彰碑や
増田敬太郎さんの墓には、今でも警察
関係者らが清掃や墓参りに訪れている

【
イ
ラ
ス
ト
】

紙
芝
居『
増
田
敬
太
郎
物
語
』（
し
す

い
っ
子
童
話
会
／
作
）よ
り 死後、感染した子どもの父親の枕元に

増田巡査が現れ、「コレラは吾が仇敵に
して冥府に伴うので、安心して回復を
待て、看病を怠ってはならぬ」と告げて、
子どもは回復したという話が残っている

コレラで亡くなった人
を墓地へ運ぶ増田巡査
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増
田
さ
ん
の
精
神
を
後
世
へ
受

け
継
ぎ
た
い
と
地
域
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
人
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を

一
番
に
考
え
、
献
身
的
に
動
い
て

い
た
増
田
さ
ん
。
高
串
地
区
へ
来

て
4
日
目
、
25
歳
と
い
う
若
さ
で

こ
の
世
を
去
り
、
神
様
に
な
り
ま

し
た
。
無
償
の
心
で
懸
命
に
尽
く

し
た
姿
は
、
多
く
の
人
の
心
を
動

か
し
、
今
で
も
人
々
に
語
り
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
も
世
界
中
で
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
。
切
迫
し
た
状
況
に
不
安
な

日
々
が
続
き
、
心
に
余
裕
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
思
い

や
り
の
心
を
持
ち
、
コ
レ
ラ
か
ら

人
々
を
救
っ
た
増
田
巡
査
の
慈
愛

に
満
ち
た
精
神
を
今
こ
そ
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
れ
、
童
話
会
か
ら
3
人
が
出
演
。

代
表
の
宇う

野の

木き

益ま
す

子こ

さ
ん
（
南
住

吉
）
は
「
素
晴
ら
し
い
人
物
が
い

た
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
。
後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
に

も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
」
と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　
泗
水
小
学
校
で
も
毎
年
、
3
年

生
の
道
徳
の
授
業
で
増
田
さ
ん
の

功
績
を
伝
え
て
い
ま
す
。
授
業
を

受
け
た
児
童
は
「
こ
ん
な
人
が
泗

水
に
い
た
ん
だ
」「
人
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
い
て
す
ご
い
」
と
感

心
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
校
長
の

笠り
ゅ
う

聡そ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
は
「
自
分
の
こ
と

よ
り
も
人
の
た
め
に
尽
く
し
、
コ

レ
ラ
に
立
ち
向
っ
た
人
物
が
地
元

に
い
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
欲

し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

白
馬
に
乗
っ
た
増
田
巡
査
の
人
形

を
載
せ
た
山
車
が
地
区
内
を
練
り

歩
き
、
夜
に
は
花
火
大
会
も
行
わ

れ
る
な
ど
、
高
串
地
区
で
は
最
大

の
祭
り
で
す
。
地
元
の
住
民
だ
け

で
な
く
、
佐
賀
県
警
の
幹
部
職
員

や
警
察
学
校
の
生
徒
も
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
増
田
巡
査
の
出
身
地
、
泗
水
町

で
活
動
す
る
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
「
し
す
い
っ
子
童
話
会
」
で
は

平
成
19
年
に
紙
芝
居
を
作
成
。
泗

水
図
書
館
や
小
学
校
で
披
露
す
る

な
ど
、
増
田
さ
ん
の
偉
業
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
に
は
、
増
田
さ
ん
の

活
躍
を
題
材
に
し
た
市
民
劇
が
行

　
増
田
巡
査
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、

高
串
地
区
の
人
々
は
、
そ
の
献
身

的
な
行
為
に
感
謝
し
、
遺
骨
の
一

部
を
地
区
で
一
番
見
晴
し
の
良
い

秋
葉
神
社
の
境
内
に
埋
葬
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
石
碑
や
祠
を
立
て
、

明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
に
は
秋

葉
神
社
と
合ご

う

祀し

さ
れ
、「
増
田
神

社
」
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
で
唯

一
、
警
察
官
を
神
様
と
し
て
祭
る

神
社
で
す
。
以
降
、
地
元
住
民
か

ら
は
、
親
し
み
や
敬
意
を
込
め
て
、

「
増
田
さ
ん
」「
増
田
さ
ま
」
と
呼

ば
れ
、
慕
わ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

増
田
巡
査
の
偉
業
を
た
た
え
、

毎
年
７
月
に
は
、「
増
田
神
社
夏

祭
り
」
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
（
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
）。

4_佐賀県警察の巡視艇を先頭に、十数隻の漁船が増田巡査を火葬した小松島まで海上パ
レードし、献花などを行う 5_ 泗水公民館にある増田さんの展示コーナー 6_ 地元の子ど
もクラブが山車を引いて回る（唐津市提供） 7_佐賀県唐津市肥前町の増田神社。祭事には、
増田さんの子孫、佐賀県警察本部、同警察学校生徒、唐津市、菊池市などの関係者が参列

1・3_ 増田神社夏祭りでは白馬に乗った増田巡査の人形を乗せた山車
が地区内を練り歩き、港付近では佐賀県警音楽隊のマーチングパレー
ドが行われる（唐津市提供） 2_ 平成29年上演の「第２回菊池市民劇つ
むぐ」では、増田さんの活躍も題材になった

　
明
治
２（
１
８
６
９
）年
、泗
水
村

（
現・
泗
水
町
）の
裕
福
な
家
庭
に

生
ま
れ
た
増
田
敬
太
郎
さ
ん
。
立

派
な
体
格
に
恵
ま
れ
、お
お
ら
か
な

性
格
の
増
田
さ
ん
は
、誰
か
ら
も
好

か
れ
る
性
格
で
、裕
福
な
家
庭
に
生

ま
れ
育
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、着
飾

る
こ
と
も
せ
ず
、威
張
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
永
島
塾
」で
漢
学
な
ど
を
勉
強

し
、「
後
藤
塾
」で
は
、数
学
や
測
量

学
を
学
び
、数
学
の
天
才
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
成
績
優
秀
な
増

田
さ
ん
は
さ
ら
に
多
く
を
学
び
た

い
と
思
い
、東
京
に
遊
学
。
法
律
学

を
中
心
に
英
語
や
速
記
術
、
鉱
山

学
な
ど
、自
身
が
興
味
を
持
っ
た
も

の
は
す
べ
て
学
び
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
戻
る
と
、
阿
蘇
郡
馬

見
原（
現・山
都
町
）の
用
水
路
工
事

や
北
海
道
開
拓
、泗
水
村
で
の
養
蚕

業
な
ど
、世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ

と
を
次
か
ら
次
へ
と
行
い
ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
、社
会
的
に
弱
い
立

場
の
人
や
貧
し
い
人
へ
惜
し
む
こ
と

な
く
援
助
し
て
い
ま
し
た
。
勉
強
道

具
を
購
入
で
き
な
い
貧
し
い
少
年

に
は「
学
問
を
身
に
つ
け
れ
ば
、将

来
役
に
立
つ
は
ず
だ
」と
、筆
や
墨

な
ど
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、生

活
に
困
窮
し
た
人
々
へ
は
お
金
を

貸
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、娯
楽
の
少
な
い
当
時
の
村

に
、芝
居
の
劇
団
を
招
待
し
村
人
に

観
劇
の
機
会
を
与
え
る
な
ど
、文
化

的
な
活
動
も
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

1
56

4
7

2

3

笠
りゅう

聡
そう

一
いち

郎
ろう

校長（広瀬）
泗水小学校

しすいっ子童話会の皆さん

献
身
的
に
尽
く
し
て
き
た
増
田
巡
査
の
生
き
様
は
、

人
々
の
心
に
刻
ま
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
唐
津
市
や

菊
池
市
で
は
、今
で
も
畏
敬
の
念
を
持
ち
続
け
、増

田
巡
査
の
偉
業
を
後
世
へ
と
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

【
参
考
資
料
】

・
巡
査
大
明
神
全
伝（
内
田
守
／
著
）

・
増
田
敬
太
郎
物
語（
肥
前
町
製
作
）

１
８
６
９（
明
治
２
）年

８
月
10
日
、泗
水
村（
現・
泗
水
町
）

の
増
田
家
長
男
と
し
て
誕
生
。
少

年
時
代
か
ら
勉
学
に
励
む

１
８
８
８（
明
治
21
）年

東
京
に
遊
学
し
法
律
学・
鉱
山
学・

英
語・速
記
術
を
学
ぶ

１
８
９
０（
明
治
23
）年

阿
蘇
郡
馬
見
原
の
用
水
路
開
削
工

事
の
技
術
員
と
し
て
招
か
れ
る

北
海
道
開
拓
団
を
引
率
し
て
渡
道

１
８
９
１（
明
治
24
）年

当
時
の
田
原
村（
現・
熊
本
市
植
木

町
）で
養
蚕
技
術
を
習
得

１
８
９
２（
明
治
25
）年

長
崎
に
て
貿
易
業
に
従
事

弟
に
家
督
を
譲
る

１
８
９
５（
明
治
28
）年

佐
賀
県
警
の
巡
査
と
な
り
、高
串
地

区
に
着
任
し
、コ
レ
ラ
の
防
疫
指
導

を
行
う

７
月
24
日
、自
ら
も
コ
レ
ラ
に
感
染

し
、25
歳
の
若
さ
で
死
去
。
４
日
後
、

分
骨
を
秋
葉
神
社
境
内
へ

１
９
６
２（
昭
和
37
）年

増
田
精
神
顕
彰
会
に
よ
り
、生
家
の

前
に
顕
彰
碑
を
建
立

１
９
０
６（
明
治
39
）年

秋
葉
神
社
と
合ご

う

祀し

さ
れ
増
田
神
社

と
な
る　
　
　
　
　
　
　

１
９
４
７（
昭
和
22
年
）年

地
元
の
有
志
で
増
田
巡
査
の
劇
を

上
演
。
功
績
を
泗
水
村
に
広
め
る
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1社会保険労務士による無料相談会（予約制）
　毎月第3㈬に無料相談会を開催します。
2中小企業者への経済対策等融資利子補給金
　融資の利子を3年間、市が全額補給します。取扱金
融機関作成の利子額がわかる償還表（返済予定表）の
写しを提出してください。
3菊池市飲食事業継続支援金
　売り上げが前年同月比30％以上減少している中小・
小規模事業者や個人事業者に20万円の支援金を支
給します。 【申請期限】７月31日㈮
4菊池市農林畜産業・商工業事業継続支援金
　農林畜産業・商工業者への事業継続のための支援金
を支給します。 【申請期限】令和３年２月15日㈪ （予定）
5 菊池市内ネットショップ活用特産品・名産品消

費拡大支援事業
　市の農林畜産物や特産品・名産品消費拡大支援の
ため、市内ネットショップ活用に対し送料を補助します。
6 菊池市肉用牛肥育経営安定支援金
　売り上げが前年同月比30％以上減少している肉用
牛肥育農家に飼育頭数に応じた支援金（100頭未満
／10万円、100頭以上／20万円）を給付します。
7農林漁業者向け金融支援制度
　経営が悪化した農林漁業者が、今後の経営に支障
を来さないよう「保証料不要」、「５年間無利子」の金融
支援を行います。
問1～5商工観光課 ☎0968（25）7223
問6・7農政課 ☎0968（25）7221
■雇用調整助成金の特例措置
問熊本労働局 ☎096（312）0086
■持続化給付金
問中小企業金融・給付金相談窓口 ☎0570（78）3183
■生産性革命推進事業の拡充
・ものづくり補助金の補助率　1/2→2/3へ
・持続化補助金の補助上限　50万円→100万円へ
・ＩＴ導入補助金の補助率　1/2→2/3へ
問中小企業基盤整備機構 ☎03（6459）0866

生活を守るための支援

※  ６月22日現在の情報です 総務課 ☎0968（25）7111※㈯㈰㈷除く

【受付時間】 ㈪～㈮午前８時30分～午後５時15分

■県新型コロナウイルス感染症専用相談窓口
　☎096（300）5909 ※24時間対応
　Ⓕ096（383）0607、096（383）0608
　※FAXの受付は午前9時～午後７時
■予防などの相談
問健康推進課　☎0968（25）7219

■上下水道料金の猶予や相談
問水道局 お客様センター ☎0968（25）1811
■市営住宅家賃の支払い猶予
問都市整備課 ☎0968（25）7243
■税の納付猶予
問税務課 ☎0968（25）7208
■ 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の減

免または納付猶予
■国民年金保険料免除などに係る臨時特例手続
問健康推進課 ☎0968（25）7218
■介護保険料の減免または納付猶予
問高齢支援課 ☎0968（25）7215
■児童扶養手当受給者への臨時特別給付金
■児童手当受給者への臨時特別給付金
問子育て支援課 ☎0968（25）7214
■菊池市奨学金の返還猶予や貸付基準の緩和
問学校教育課 ☎0968（25）7230
■熊本県生活困窮大学生等のための給付金
問県生活困窮大学生等給付金窓口 ☎096（333）2738
■収入減少に伴う生活困窮相談
問生活支援課くらしサポートセンター ☎0968（25）1411

健康に関する相談

生活に関する支援

健康への心配、売り上げ減少への不安など、生活
や雇用を守るための情報や支援制度を紹介します。
要件や申請方法などは各担当課や事業所などにお
問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症

新型コロナウイルス感染症に関する総合窓口

経営に関する支援

最新情報はホームページから
▶菊池市ホームページ
▶菊池市商工会ホームページ
▶首相官邸ホームページ
▶熊本県ホームページ
▶熊

くま

本
もと

県
けん

外
がい

国
こく

人
じん

サポートセンター

市ホームページは
こちらから↓

　申請書を各家庭の世帯主宛に郵送しています。
申請書（ピンク色）に必要事項を記入の上、本人
確認書類（運転免許証や保険証など）の写しと口
座のわかる書類（通帳やキャッシュカード）の写し
を申請書の裏面に添付してください。
　同封の返信用封筒で郵送による申請にご協力
をお願いします。

【受付期間】８月14日㈮まで（当日消印有効） 
問特別定額給付金推進室 ☎0968（25）1297

１人10万円の特別定額給付金
申請受付中
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